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[image: ]これまでの研究によって、自然由来の地下水汚染が存在することが確認されている地域について、以下のとおり模式図に示した。

・「国土数値情報 | 行政区域データ (mlit.go.jp) 」を加工して作成
[bookmark: _GoBack]・令和２年２月19日開催の「令和元年度第１回大阪府土壌及び地下水の
汚染等対策検討審議会」の配布資料へ情報（下線地域）を追加して作成
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